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議
員
個
人
に
よ
る
請
負
の
状
況
の
報
告
・
公
表
に
関
す
る
調
査

議
員
個
人
に
よ
る
請
負
の
状
況
の
報
告
・
公
表
に
関
す
る
調
査

本
会
は
、「
議
員
個
人
に
よ
る
請
負
の
状
況
の
報
告
・
公
表
に
関
す
る
調
査
」
を
行
い
、

請
負
状
況
の
報
告
・
公
表
に
関
す
る
条
例
等
の
制
定
状
況
や
請
負
を
行
っ
た
議
員
の
人

数
、
請
負
の
役
務
等
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
（
調
査
基
準
日
は
令
和
６
年
７
月
１
日
現

在
）。
調
査
結
果
は
、
全
市
区
議
会
へ
３
月
19
日
付
で
送
付
。

請
負
状
況
の
報
告・公
表

請
負
状
況
の
報
告・公
表

条
例
等
の
制
定
状
況

条
例
等
の
制
定
状
況

請
負
状
況
の
報
告
・
公
表

に
関
す
る
根
拠
規
定
を
整
備

条例により規定を整備している 242 市区
（29.7%）

規程・要綱等により規定を整備している 44 市区
（5.4%）

議会運営委員会の決定・申し合わせによ
り規定を整備している

3 市
（0.4%）

根拠規定はないが、議員の請負状況の報
告・公表を行っている

2 市
（0.2%）

根拠規定はなく、議員の請負状況の報告・
公表を行っていない

524 市区
（64.3%）

し
て
い
る
市
区
は
２
８
９
市

区
（
35・５
％
）
で
、令
和
６

年
本
会
実
態
調
査
（
令
和
５

年
12
月
末
現
在
）
の
１
２
２

市
区
か
ら
１
６
７
市
区
増
と

倍
以
上
に
な
っ
た
。
規
定
の

令
和
４
年
12
月
、
地
方
自

治
法
改
正
に
よ
り
、
地
方
議

会
議
員
個
人
に
よ
る
請
負
に

関
す
る
規
制
の
明
確
化
及
び

緩
和
が
図
ら
れ
た
。 

本
会
で
は
、
議
員
個
人
に

よ
る
請
負
の
状
況
の
透
明
性

確
保
の
た
め
の
取
組
例
と
し

て
請
負
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例（
例
）及
び 

条
例
施

行
規
程
（
例
）
を
作
成
し
た
。

こ
れ
を
参
考
と
し
て
令
和
６

年
７
月
末
時
点
で
２
４
２
市

区
が
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。 

こ
の
ほ
か
、
議
会
基
本

条
例
や
政
治
倫
理
条
例
な
ど

に
請
負
に
関
す
る
規
定
を
設

け
て
い
る
市
も
あ
る
。

本
会
は
、
こ
れ
ら
の
条
例

等
の
制
定
状
況
、
請
負
議
員

の
人
数
や
役
務
等
に
つ
い
て

請
負
議
員
の
人
数

請
負
議
員
の
人
数

請
負
状
況
の
報
告
・
公
表

を
行
っ
て
い
る
２
８
９
市
区

の
う
ち
、
請
負
を
し
た
議
員

の
人
数
に
つ
い
て
は
１
人
が

26
市
（
２
８
９
市
区
の
８
・

９
％
）、
２
人
が
２
市
（
同

０・７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

請
負
を
し
た
議
員
が
議
会

に
在
籍
し
て
い
る
市
は
28
市
、

請
負
を
し
た
議
員
は
30
人

だ
っ
た
。

（表）議員の請負状況の報告・公表に関する条例等の制定状況

※調査結果をもとに本会作成

― 

28
市
30
人
が
請
負 

―

２
８
９
市
区
が
根
拠
規
定
を
整
備

種別 請負内容

物品販売

菓子販売、給食材料、文房具、画材、工作
用品、学校用教材消耗品、備品等、印刷・
紙の販売、押し花の展示、高原紅茶 ( 敬老
祝品 )、花の種、花苗、鉢花、車両用マグネッ
トシート、弁当販売

教育保育

公民館講師、小学校講座講師、産後支援ア
ドバイザー業務委託、○○市産後ケア事業
業務委託 ( 訪問型・単胎児・自己負担あり )、
○○市子どもの学習支援（「○○市子ども
の学習支援に関する協定」による）

建設土木 

マイクロバスプレヒーター交換修繕、○○
保育所フェンス修繕工事、○○海浜公園
プールフェンス補修、建具製作請負、木造
住宅耐震診断業務、保育園ボイラー室扉交
換工事、市営住宅の網戸張り替え、畳表替
え修繕

事務委託

自然共生サイト区間内の草刈及び中・低木
の剪定、支障木枝払い、ゴミ拾い・農村公
園西側法面草刈、行政事務の受託 ( 行政協
力員 )、行政嘱託員業務、行政事務委託、
行政事務委託

地域活動　地域サロン等応援事業講師料、市観光ガイ
ド（ミニ版）、体操講師、草刈り業務委託

福祉介護 乳児家庭訪問・産後ケア・ワクチン接種

その他 地代

議員が請負をした役務の内容

※本表は、各議会に対する調査で回答があった「議員が
請負をした請負内容で便宜的に分類したもの

請
負
の
役
務
等

請
負
の
役
務
等

請
負
を
し
た
28
市
30
人
の

議
員
に
つ
い
て
回
答
（
自
由

記
述
）
が
あ
っ
た
請
負
の
対

象
と
な
っ
た
主
な
役
務
、
物

件
等
の
内
容
は
下
表
の
通
り

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
請
負
を
し
た
議
員

の
性
別
、
年
代
、
当
選
回
数
、

支
払
い
を
受
け
た
総
額
に
つ

い
て
は
、
３
月
19
日
付
送
付

の
調
査
結
果
に
て
掲
載
し
て

い
る
。

把
握
す
る
た
め
、
調
査
を
実

施
し
た
。

内
訳
や
請
負
状
況
の
報
告
・

公
表
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
通
り
と
な
っ
て
い

る
（
％
の
母
数
は
８
１
５
市

区
）。
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高
く
、
夫
が
正
社
員
と
し
て

働
き
、
妻
が
専
業
主
婦
や

パ
ー
ト
と
し
て
家
庭
内
の
家

事・育
児・介
護
を
担
う
と
い

う
夫
婦
の
役
割
分
担
が
あ
っ

た
。
こ
れ
が
日
本
の
家
族
依

存
型
福
祉
国
家
を
支
え
た
一

つ
の
要
因
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
総
務
省
「
国
勢

調
査
」
時
系
列
デ
ー
タ
及
び

国
立
社
会
保
障・人
口
問
題
研

究
所
「
日
本
の
世
帯
数
の
将

来
推
計
」（
２
０
２
４
）
に
よ

る
と
、
近
年
は
夫
婦

と
子
世
帯
（
ブ
ル
ー
）

が
減
少
に
転
じ
、
今

後
も
基
本
的
に
減
少

す
る
。
一
方
、全
世
帯

数
に
占
め
る
単
独
世

帯
の
割
合
の
変
化
は

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り

推
計
で
き
る
。
ま
た
、

２
０
５
０
年
に
な
る

と
高
齢
者
に
占
め
る

ひ
と
り
暮
ら
し
の
比

率
が
高
ま
る
。
さ
ら

日
本
は
福
祉
国
家
の
中
で

も
家
族
の
役
割
が
大
き
く
、

家
族
依
存
型
福
祉
国
家
と
言

わ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
１
の

と
お
り
、
以
前
は
夫
婦
と
子

世
帯
（
ブ
ル
ー
）
の
比
率
が

に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
男
性

に
占
め
る
未
婚
者
の
比
率
が

６
割
、同
高
齢
女
性
が
３
割
に

な
る
。年
齢
階
層
別
の
単
身
世

日本福祉大学 福祉経営学部教授日本福祉大学 福祉経営学部教授
藤 森 克 彦藤 森 克 彦  氏氏

社会的な孤独・孤立問題社会的な孤独・孤立問題
に関する特別委員会に関する特別委員会

家族形態の変容と社会的孤立家族形態の変容と社会的孤立
― ― 高齢期の身寄り問題を中心に 高齢期の身寄り問題を中心に ――

講　演

世帯類型別 社会的孤立の実態	 （単位：％）

総数
平均

単身世帯
高齢
男性

非高齢
男性

高齢
女性

会 話
欠如型 2.2 14.8 8.3 5.4

頼れる人
欠如型 1.7 11.1 6.9 4.2

手助けする
相手欠如型 3.2 17.4 9.4 9.7

日本福祉大学
藤森教授

帯
数
で
は
、女
性
は
80
歳
以
上

が
突
出
し
て
増
え
、男
性
は
60

代
以
降
で
増
え
て
い
く
。

今
後
は
高
齢
者
で
未
婚
化

が
進
み「
身
寄
り
の
な
い
単
身

高
齢
者
」が
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
。社
会
が
成
熟
化
し
て
い

く
と
価
値
観
、生
き
方
も
多
様

化
す
る
た
め
、い
か
に
「
支
え

あ
う
社
会
」を
つ
く
る
か
が
こ

れ
か
ら
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
く
。

孤
立
と
孤
独
は
社
会
学
で

は
定
義
が
異
な
っ
て
お
り
、

「
社
会
的
孤
立
」
は
家
族
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ほ
と
ん
ど

接
触
が
な
い
と
い
う
客
観
的

な
状
態
で
測
れ
る
が
、「
孤

独
」
は
寂
し
い
と
か
一
人

ぼ
っ
ち
と
い
う
個
人
の
内
面

で
あ
り
、
主
観
的
な
概
念
で

あ
る
。

社
会
的
孤
立
の
測
定
は
、

先
行
研
究
で
お
お
よ
そ
４
つ

の
指
標
か
ら
測
定
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
（
左
掲
）。

社
会
的
孤
立
に
つ
い
て
世

帯
類
型
別
に
み
た
場
合
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
男
性
を

中
心
に
社
会
的
孤
立
の
割
合

が
高
い
。

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

60
歳
以
上
を
対
象
に
病
気
の

と
き
な
ど
に
日
常
生
活
に
必

要
な
作
業
を
誰
に
頼
る
か
と

い
う
こ
と
を
４
か
国
（
日

本
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）
を
比
較
し
た

結
果
、
日
本
の
大
き
な
特
徴

は
「
友
人
や
近
所
の
人
に
頼

れ
る
」
と
回
答
し
た
人
が
他

国
に
比
べ
て
低
く
、「
頼
れ

る
人
な
し
」
と
い
う
回
答
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け

な
い
と
い
う
価
値
観
や
道
徳

が
日
本
で
は
高
い
傾
向
に
あ

る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

電
球
の
交
換
な
ど
の
日
常

生
活
に
お
け
る
作
業
は
迷
惑

と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
で

は
家
族
以
外
の
人
に
気
安
く

依
頼
す
る
の
は
苦
手
な
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
比
率
は
海
外
の
方
が
高
い

が
、
友
人
、
近
所
と
い
う
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
係
性
が

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
て
い
る
。

日
本
は
家
族
だ
け
で
は
な

い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
関
係

性
を
い
か
に
つ
く
る
か
と
い

う
こ
と
が
大
事
な
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。社

会
的
孤
立
の
問
題
は
、

高
齢
期
の
「
日
常
生
活
支

援
」、「
身
元
保
証
」、「
死
後

対
応
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
は
主
に

同
居
す
る
家
族
が
対
応
し
て

き
た
。
し
か
し
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
は
支
援
を
す
る

家
族
が
い
な
い
た
め
、
こ
れ

ま
で
家
族
が
提
供
し
て
き
た

支
援
を
い
か
に
確
保
す
る
か

が
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
孤
立
し
て
い
る
人

は
、
孤
立
し
て
い
な
い
人
と

比
較
す
る
と
生
き
る
意
欲
や

自
己
肯
定
感
が
低
い
こ
と
が

統
計
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
、「
何
を
す
る
の
も

面
倒
く
さ
い
」「
自
分
は
価

値
の
な
い
人
間
だ
」
と
考
え

る
人
の
割
合
が
、
孤
立
し
て

い
る
人
の
方
が
孤
立
し
て
い

な
い
人
に
比
べ
て
か
な
り
高

く
な
っ
て
い
る
。

「
身
寄
り
の
な
い
人
」
と

は
、
①
家
族
や
親
類
が
い
な

い
人
②
家
族
や
親
類
が
い
て

も
連
絡
が
つ
か
な
い
状
況
に

■先行研究：おおよそ以下の4つの指標から測定される
ことが多い
①会話欠如型孤立：会話頻度が２週間に１回以下
②頼れる人欠如型孤立：頼れる人がいない
③手助けする相手欠如型孤立：手助けする相手が

いない
④社会参加欠如型孤立：社会活動に参加してい

ない

（資料）実績値：総務省『国勢調査』時系列データ、
　　　 推計値：国立社会保障・人口問題研究所『日本の世帯数の将来推計』
　　　 （2024）に基づき、藤森作成。

（資料）国立社会保障・人口問題研究所（2018）『2017 年生活と支え合いに
関する調査結果の概要』全国調査、有効回答票：19,800 に基づく（講演資料
から一部抜粋）。

全世帯に占める世帯類型別割合の推移	 グラフ１

「社会的孤立」をどのように測定するか

1980 年
０％ 100％80％60％40％20％

1990 年

2000 年

2020 年

2030 年

2040 年

2050 年

23.1

27.6

41.6

43.5

44.3 18.9 21.5 9.2 6.1

19.0 21.8 9.4 6.2

19.5 22.9 9.6 6.4

20.038.0 25.0 9.0 8.0

2010 年 32.4 19.8 27.9 8.7 11.3

18.9 31.9 7.6 14.0

15.5 37.3 6.8 17.4

19.8 12.5 42.1 5.7 19.9

単独 夫婦と子 ひとり親と子 その他夫婦のみ

実
績
値

推
計
値

※講演資料をもとに本会作成
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市議会が進める独自の取組を毎月紹介する
時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。３月は
青森県青森市が取り組む「ICTを推進、一般
質問を「見える化」」を紹介しています。本記事
は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」でご
覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 青森県青森市

トップページ>議会改革の取組>iJAMP市議会最前線

あ
る
人
③
家
族
や
親
類
が
い

て
も
支
援
が
得
ら
れ
な
い
人

と
い
う
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
が

挙
げ
ら
れ
る
。

東
海
地
方
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
に
よ
る
と
、
身
寄

り
の
な
い
単
身
高
齢
者
に
対

す
る
支
援
は
▽
身
体
面
で
の

問
題
▽
認
知
機
能
の
低
下
な

ど
の
「
困
り
ご
と
」
が
生
じ

た
際
に
本
人
ま
た
は
そ
の
周

囲
の
人
か
ら
連
絡
が
入
り
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
体

が
「
困
り
ご
と
」
に
対
し
て

支
援
を
し
な
が
ら
、
今
後
の

生
活
を
考
え
て
い
く
（
左
上

図
）。そ
の
際
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
、
①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
や
ケ
ア
と
し
て
家
族
が

担
っ
て
い
た
役
割
を
担
う
人
、

②
居
住
・
生
活
の
場
と
な
る

病
院
や
福
祉
施
設
へ
の
入
居

を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

判
断
能
力
を
有
し
て
い
な

い
場
合
に
は
、
成
年
後
見
制

度
を
利
用
し
て
後
見
人
と
居

住
・
生
活
の
場
を
考
え
、
判

断
能
力
を
有
し
て
い
る
場
合

は
後
見
制
度
を
利
用
で
き
な

い
た
め
、
病
院
や
福
祉
施
設

へ
の
入
居
を
希
望
し
て
も
な

か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
現
状
が
あ
る
。
病
院
や

福
祉
施
設
等
は
、
法
的
に
は

身
元
保
証
人
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
拒
否
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
実
態
と
し
て
断
る
と

こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
、
東
海
地
方
で
は

身
元
保
証
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
担
う
身
元
保
証
団
体
が
増

え
て
き
て
お
り
、
そ
の
団
体

を
活
用
し
て
病
院
の
施
設
に

入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
居

住
・
生
活
の
場
が
在
宅
の
場

合
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ケ

ア
等
を
す
る
人
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

各
種
支
援
団
体
も
含
ま
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

判
断
能
力
が
な
け
れ
ば
成

知
多
半
島
に
お

け
る
取
組
と
し
て

は
、 

身
寄
り
の
な

い
単
身
高
齢
者
を

対
象
と
し
て
、
日

本
福
祉
大
学
と
知

多
半
島
の
行
政
や

社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
知
多
地
域
権

利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な

ど
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
「
ラ
イ
フ
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
支
援
事
業
」を
行
っ
て
き
た
。

成
年
後
見
の
業
務
が
軸
だ

が
、
身
寄
り
の
な
い
人
の
支

援
も
権
利
擁
護
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
の
課
題
に

目
を
向
け
て
、
地
域
の
高
齢

者
へ
ひ
と
り
暮
ら
し
に
な
っ

た
場
合
に
必
要
な
こ
と
な
ど

の
研
修
や
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
知
多
地
域
権
利
擁

年
後
見
制
度
を
利
用
し
、
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

た
ち
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

つ
く
が
、
問
題
は
判
断
能
力

が
あ
っ
て
生
活
保
護
の
一
歩

手
前
の
人
た
ち
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
層
は
生
活
の
場
の
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
孤
立
問
題
は
、
高・

中
所
得
階
層
で
も
お
こ
っ
て

お
り
、
金
銭
だ
け
で
は
カ

バ
ー
で
き
な
い
と
い
う
問
題

も
抱
え
て
い
る
。

身
寄
り
の

な
い
高
齢
者

困
り
ご
と

自
治
体

社
協

包
括

支 

援

コーディネートや
ケア等をする人

居住・
生活の場

病院
福祉施設

借家

在宅

➡ ➡ ➡ ➡
➡

➡
➡

後見人

判断能力なし

判断能力あり

身元保証団体
ケアマネージャー
各種支援団体

➡

➡

護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
見

守
り
・
安
否
確
認
」、「
入
院

退
院
時
支
援
」、「
死
後
事
務

支
援
」
を
提
供
し
て
い
る
。

日
常
生
活
支
援
は
幅
広
く
、

支
援
者
数
が
充
分
で
は
な
い

と
い
う
問
題
も
あ
り
、
入
退

院
に
お
け
る
支
援
を
提
供
し

て
い
る
。

対
象
者
は
明
確
な
契
約
能

力
を
有
し
て
い
る
人
で
判
断

能
力
が
あ
り
、
親
族
の
協
力

を
得
ら
れ
ず
、
互
助
会
に
参

加
し
て
い
る
―
こ
と
が
条
件
。

（
参
考
）
く
ら
し
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
契
約
時

費
用
３
万
３
０
０
０
円
、
月

額
利
用
料
５
０
０
０
円
、
預

託
金
は
20
万
円
と
な
っ
て
い

る
。地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

居
場
所
づ
く
り
が
重
要
と
の

考
え
の
下
、
互
助
会
を
構
築
。

く
ら
し
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
一
緒
に
行
っ
て
い
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

身
寄
り
の
な
い
人
同
士
や

身
寄
り
の
な
い
人
と
地
域
住

民
が
つ
な
が
り
、
互
助
的
な

関
係
を
持
て
る
場
を
提
供
し

て
い
る
。
地
域
の
行
事
の
中

で
集
ま
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

関
係
性
を
構
築
。
孤
立
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
困
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
そ
う
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
問
題
意
識
を

持
っ
た
人
が
中
心
に
な
っ
て

互
助
会
を
始
め
て
１
年
半
経

過
し
た
。

課
題
は
、
中
心
に
な
っ
て

い
る
住
民
の
負
担
が
重
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
居
場
所
づ
く
り
は
、
知

多
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
居
場

所
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
継

続
し
て
い
く
の
か
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
。

サ
ポ
ー
ト
事
業

く
ら
し
あ
ん
し
ん

互
助
会
の
構
築

（資料）日本福祉大学地域ケア研究推進センター編
（2024）、37 頁。

地域包括支援センター（包括）や
自治体の支援のパターン
－ 東海地方の地域包括支援

センター等へのヒアリング調査 －

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

・身体面での問題	 ・認知機能の低下
・日常生活困難	 ・金銭の困りごと等

知多半島における取組知多半島における取組
ライフエンディング支援事業ライフエンディング支援事業

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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令
和
6
年
11
月
か
ら
令
和
７
年
１
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見

書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件
数
を
集
計
し
た
（
左
表
）。
今
回
の
記

事
で
は
、
前
回
の
集
計
か
ら
特
に
件
数
が
増
え
た
意
見
書
２
件
に
つ
い
て
そ
の
概
要

を
紹
介
す
る
（　

 
本
会
Ｗ
ｅ
ｂ
意
見
書
ボ
ッ
ク
ス
）。

（

）

令
和
６
年
11
月

～
令
和
７
年
１
月

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

	 件　　名	 意見書	 決議	
〇刑事訴訟法の再審規定（再審法）	 39	 ―
　の改正
〇「持続可能な学校の実現をめざ	 29	 ―
   す」実効性ある学校の働き方改
　革、長時間労働是正
〇北朝鮮による日本人拉致問題の	 20	 ―
   早期解決	
〇選択的夫婦別姓制度の法制化	 20	 ―
〇学校給食費の無償化	 19	 ―
〇訪問介護報酬引き上げ撤回	 19	 ―	
〇「103 万円の壁」関連	 19	 ―
　・地方財源への配慮　　　　　　(13)	 ―
　・撤廃・引き上げ等　　　　　   ( 6)	 ―
〇核兵器禁止条約第 3回締約国	 17	 ―
　会議へのオブザーバー参加
〇厚生年金への地方議会議員の加入 16		 ―
〇義務教育費国庫負担制度堅持	 13	 ―
〇北方領土問題の早期解決等	 12	 ―
〇安全・安心の医療・介護実現の	 12	 ―
　ため人員増と処遇改善
　【小計】	 235	 ―
〇その他	 281	 43
【総合計】	 516	 43

6年11月から7年1月に可決した意見書・決議の状況

※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

持
続
可
能
な

持
続
可
能
な

学
校
の
実
現

学
校
の
実
現

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定

（
再
審
法
）の
改
正

（
再
審
法
）の
改
正

昨
今
の
学
校
現
場
で
は
、

教
員
希
望
者
の
減
少
や
病
気

休
職
者
お
よ
び
早
期
退
職
者

の
増
加
な
ど
を
原
因
と
し
た

深
刻
な
教
職
員
不
足
が
起
き

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
学
び
と
育
ち
に
大
き
な

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
学
校
の
実
現

に
は
、
教
職
員
の
勤
務
環
境

の
改
善
が
喫
緊
か
つ
最
大
の

課
題
で
あ
る
が
、
公
立
学
校

の
教
職
員
の
労
働
時
間
は
、

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法（
以
下
、給

特
法
）
に
よ
り
労
働
基
準
法

が
適
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
勤

務
時
間
に
つ
い
て
も
上
限
が

守
ら
れ
な
い
状
態
が
放
置
さ

れ
て
い
る
。

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
４
（
骨

太
方
針
２
０
２
４
）」
で
は
、

▽
２
０
２
６
年
度
ま
で
を
集

中
改
革
期
間
と
し
、
働
き
方

改
革
の
更
な
る
加
速
化
、
処

遇
改
善
、指
導・運
営
体
制
の

充
実
、
育
成
支
援
を
一
体
的

に
進
め
る
▽
２
０
２
６
年
度

通
常
国
会
に
教
職
調
整
額
の

水
準
や
各
種
手
当
の
見
直
し

な
ど
給
特
法
改
正
案
を
提
出

す
る
―
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。

学
校
の
働
き
方
改
革
前
進

の
た
め
に
は
「
骨
太
方
針

２
０
２
４
」
の
実
現
が
必
要

で
あ
る
が
、
長
時
間
労
働
是

正
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
教

員
の
健
康
と
福
祉
が
守
ら
れ

て
い
な
い
状
況
の
抜
本
的
な

是
正
策
と
し
て
の
具
体
的
な

業
務
削
減
、
教
員
の
業
務
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
教
職
員

定
数
改
善
な
ど
を
策
定
・
実

施
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
持
続
可
能
な

学
校
の
実
現
と
子
ど
も
た
ち

の
ゆ
た
か
な
学
び
の
保
障
と

し
て
、
学
校
の
長
時
間
労
働

現
在
の
法
制
度
に
お
い
て
、

冤
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
た

め
の
制
度
に
再
審
が
あ
る
。

し
か
し
、
冤
罪
被
害
者
を

救
済
す
る
再
審
制
度
に
つ
い

て
は
刑
事
訴
訟
法
に
再
審
規

定
（
再
審
法
）
が
あ
る
も
の

の
、
現
行
法
に
は
再
審
請
求

手
続
の
審
理
の
在
り
方
が
ほ

ぼ
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裁

判
所
の
広
範
な
裁
量
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
「
再

審
の
ル
ー
ル
」
が
存
在
し
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
冤
罪
被
害
者
の
救

済
に
は
警
察
や
検
察
庁
と

い
っ
た
捜
査
機
関
の
手
元
に

あ
る
証
拠
の
存
在
と
そ
の
利

用
が
有
効
で
あ
り
、
こ
れ
を

開
示
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
が
、
現
行
法
に
は
再

審
に
お
け
る
証
拠
開
示
に
つ

い
て
も
明
文
規
定
が
存
在
せ

ず
、
証
拠
開
示
が
な
さ
れ
る

制
度
的
保
障
が
な
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
再
審
開
始
決
定

が
な
さ
れ
て
も
検
察
官
が
不

服
申
立
て
を
行
う
事
例
が
相

次
い
で
お
り
、
冤
罪
被
害
の

速
や
か
な
救
済
が
妨
げ
ら
れ

是
正
に
資
す
る
以
下
の
政
策

を
要
望
し
て
い
る
。

①
部
活
動
の
地
域
移
行
の

更
な
る
推
進
お
よ
び
移
行
に

か
か
る
財
政
的
措
置
や
、
学

習
指
導
要
領
の
内
容
の
精
選

な
ど
、
教
職
員
の
負
担
軽
減

に
資
す
る
具
体
的
業
務
削
減

策
②
教
職
員
定
数
の
改
善

③
自
治
体
の
取
組
推
進
に

資
す
る
、人
の
配
置・確
保
も

含
め
た
政
策
推
進
の
た
め
の

必
要
な
財
源
確
保
等

④
教
員
の
命
と
健
康
が
守

ら
れ
る
法
制
度
の
整
備

⑤
勤
務
実
態
調
査
の
引
き

続
き
の
実
施
と
結
果
に
基
づ

く
必
要
な
措
置

て
い
る
。

よ
っ
て
、
冤
罪
被
害
者
を

一
刻
も
早
く
救
済
す
る
た
め
、

再
審
法
の
速
や
か
な
改
正
に

あ
た
っ
て
以
下
の
政
策
を
要

望
し
て
い
る
。

①
再
審
請
求
手
続
に
お
け

る
証
拠
開
示
の
制
度
化

②
再
審
開
始
決
定
に
対
す

る
検
察
官
の
不
服
申
立
て
の

禁
止
に
係
る
規
定
の
新
設

③
再
審
請
求
書
受
理
後
の

速
や
か
な
実
質
審
理
の
義
務

付
け
等
の
手
続
規
定
の
整
備

お
知
ら
せ

旬
報
４
月
５
日
付
第
２

２
９
６
号
は
、４
月
15
日

付
２
２
９
６
・
8
号
合
併

号
と
し
て
発
行
し
ま
す
。


